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小 学 校 と 寺 子 屋

- 青森県 の場 合-

前 野 喜 代 治

0) は しが き

小学校という名称は,徳川時代から或る地方には存していた｡例えば.対馬

の厳原藩では貞享2年 (1685)に,下県郡宮谷町に建てた学舎を小学校と称して

いた｡尤もこれは武士の子弟の入学する藩学であって,今日の小学校とはその

性格を異にする｡明治維新後,最初の小学校の開設をみたのは明治元年(1868)

11月設立の沼津兵学校附属小学校である｡徳川豪速は鳥羽伏見の戦の罪により

静岡に封ぜられ,有識の旧幕臣と共に静岡及び沼津を中心として,新しい文化

の建設を試みた｡その一つとして沼津における学校開設の事業が行われたので

ある｡元年12月8日を以て開校したこの小学校は,同音の兵学校の附属小学校

で･兵学校への予備教育機関であるoしかし独立した小学校で･それで完結し

た教育所でもあった｡そこに初等教育を修めたいと希望する一般庶民をも収容

し,近代的教科内容をも備えていた点で,正に近代的小学校の第1歩を印した

ものといってよい｡

京都府では,明治元年七月,京都府出仕槙原正直が,従来の五人組仕法を改

正して新しい町番組を設け,これを学区として.初等教育機関たる小学校を建

設するよう強力に奨励した｡そして翌年2月5日.政府の令 した ｢府県施政順

序｣に基づき,学校建設に着手した｡同年5月,まず上京第27番組小学校 (現

在柳池小学校)が開設され,同年12月までに64の小学校が設けられた｡この小

学校は,在来の寺子屋の教育を継乗しているが,整然たる学区制度に基づく学

校で,その実情は明治4年 (1871),京都を訪れた福沢輸吉の ｢京都学校の記｣
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に詳しいO彼はその中で京都小学校は新時代の方向にそった近代的小学校であ

ると折紙をつけて賞讃している｡

また,東京府では明治3年に府内に6小学校を設けた.この小学校の経費とし

て.現米200石をあて,職員は各教師1人助教1人とし,別に生徒中から優秀

生を選抜して句読師と呼び,半ば学びながらそれぞれ生後20人を教えさせた.

大阪府でも,学校設立のために.同年 (明･3)9月に補助金を願い出で,愛知県

では明治4年10月 ｢義校｣の制度を制定した｡そして翌年 (明･5)には近代的内

容を持つ ｢義校学科蓑｣も作製され, ｢学制｣発布当時には県下に428校の義

校が設置されていた｡

このように各地に新しい小学校が設置されはじめているが,わが青森県にお

いては如何であったか｡明治維新以来,青森県の児童はどのような教育を受け

ていたのか｡ ｢学制｣頒布以後小学校はどのようにして発達 して行ったか｡こ

れらに関し,私は近く ｢明治前半期青森県教育発達史｣として公刊する予定で

ある｡ここにはその一端として,本県の寺子屋が小学校に移行する情況を概観

することにする｡

(2) 明治初期の県内状勢概載

明治維新直後の青森県は,明治新政府派と反政府派とに分れ相抗争するとい

う不幸な状態であった｡元来,津軽藩は藩祖為信以来.皇室に対する大義に一

貫していたし,南部諸藩とても遠く根城南部氏以来純忠の至誠に徹していたの

であった｡しかるところ,明治元年5月3日の ｢白石会議｣以後,津軽藩は新政

府派となり,南部藩は反官的態度を持し,ここに立場を異にした両藩は,同年

9月22日,野辺地を中心として不幸な大衝突を見たのである｡しかし反官的な

奥羽諸藩も漸次降伏し,10月には東北地方も悉く勤王の大義に軌を一にするに

至った｡従って津軽,南部の両藩の対政府の態度は一致するに至った｡が両藩

はその立藩の事情から藩民相互間の感情的対立は簡単に解消しない ものが あ

る｡津軽旧藩主承昭はこれを遺憾とし.遠く盛岡南部氏に,また八戸,七戸の

旧藩主に重臣大導寺繁視等を送って,宿怨和解の親和方策を講じた｡また普く
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管内に合 して ｢向後は士族は勿論在町寺社門前末々に至る･まで (中略)功も宿

怨相挟み隔意ケ間数儀無之様｣と論じ ｢公私往来商売出入之向経て一体の親睦

たるべし｣と強く要望している｡ そしてかって野辺地争乱の際,津軽藩は戦略

上席門の人家を焼亡した事の謝罪の意も含めて,馬門の窮民に物資を供与すべ

きことを申し込んだ｡ところが居門村肝入川村六次郎は強硬にこれを謝絶し.

地方民亦彼を ｢義人｣し｢南部民の誇り｣としてこれを激賞した｡この事からも

津軽南部の反目対立が如何に根強いものであったかを推知することができる｡

また明治新政府に対する態度において,干支に訴えての争乱は,一応明治元

年中に終ったが.人心必ずしも平穏に帰一無事というわけではない.所謂 ｢世

直し騒動｣が全国各地に頻発している｡殊に榎本武揚等は函館を中心に勢力強

大を告げている｡流言乱れ飛び,奥羽鎮撫総督側においてもその対策に手を焼

いている際である｡ 全国諸藩からの蝦英地征討の大軍が,陸から海から,続々と

青森に弘前に結集している｡ これら官軍に対する措置や物資の徴発が自然に主

として津軽領民の上(こ度重なる｡しかも東北地方は近年来凶作つづきである｡

この年 (明･2)は4,5月頃から天候殊に不順で盛夏土用中にも冷気霧雨の連日

であった｡八月には早くも霜降り稲作も畑作も皆無作という惨状 を呈 した｡

｢土民田畑ヲ売 I)果へ吊ヲ食ツテ佳二余噛ヲ存ス｡最モ貧ナル者ハ其/愛児ヲ

棄ツ｡ (略)鳴呼真二皇国中最不幸ノ民 卜称ス/レモ亦証言ニ7ラザJvベy｣と

は当時の報告書の一節である｡

(a) 明治以後寺子屋の状況

明治新政府は明治 2年 2月5日 ｢府県施政順序｣を下し,その第十項に ｢小

学校ヲ設ク/I,コト｣を示した｡次で同年3月23日に ｢特に東北地方二対y左ノ

遷幸｣を令 した｡

｢序序ノ教不備侯テハ政教難被行侯二付今般諸道府県二於テハ小学校被設人

民教育ノ道拾ク御施行被為在度思召二俣間東北府県連二学校ヲ設ケ御趣旨貫

徹侯様尽力可致旨被仰出侯事｣ (下略)

右のように新政府,再度にわたって,学校設置を勧奨しているに拘らず,前
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節で概観 した如く,本県は全般的に政情安定を欠き,民心未だ動揺し,かつ凶

作連年の際であったから,子弟の教育に対し,当局が穣塩的な施策を実施し得

る段階ではなかった｡児童教育のことは家庭に一任し,先見の明ある一部の親

が,その子弟をささやかな寺子屋に送って.初歩の読み書きを学習せ しめるこ

とが精一ばいであったと考えられる｡

それなら明治初期,本県では所謂寺子屋がどの程度普及していた で あろ う

か｡本県における庶民教育機関としての寺子屋の起源とその発達の様相につい

て.拙著 ｢青森県教育史｣下巻に全県各市町村にわたって記述しておいた｡次

に掲げる第一義は,全県各都市に存在していた寺子屋 (私塾も含む)の給数一

覧である｡

第1表 青森県内寺子屋敷一覧表
計

注 (1) 右表(A)欄の数字は,文部省編 ｢日本教育史資料｣巻二十二に所載の本県内寺小

屋及び私塾の数である｡

(2) 同(B)櫛の数字は,(A)以外に私の調査によって発見した寺小屋の数を示す｡

さて,右の第 1蓑は開業廃業の年次にかかわらず,何時か一応存在 してい

た寺子屋の累計数である｡これだけの寺子屋が同時に並び存在していたのでは

ない｡まして,この7百に近い庶民教育機関が明治初期に県内に存在していた

のであるとは断じて考えてはならない｡としたら明治初期に県内に存在してい

た寺子屋は幾何程であったであろうか｡この実数を正確に把握することは,今

日のところ極めて困難である｡やや事実に近い数字を得るためには,先ず第1

表の数字から開業廃業の年次の不明なものを全部除去する｡次に慶応3年以前

に廃業したものをすべて除く｡この'J2段の操作を経て残った数字が実に慶応三
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年末に確実に存在していたと推定される寺子屋数である｡第二義はこの操作に

よって得たものである｡

第2表 慶応3年末存在寺子屋数一覧

鷲 裏 書峠 憲 崇 完 封 蓋 壷 嘉 l孟 計

芽 室享潮 害毒草杢享′~ヽ (AB_ヽ/ヽー榔陣車重享鯛再
揺敬 898012軒 ll308!r37163.17+ 403732118119197軒 63215
喪 2r4912162101818lL10̀12冊 柵 78154lJ3510156l781

｢文部省資料｣中には開業廃業年次の記録のないものが多数ある｡私の調査

も大部分それが明らかにし得なかった｡だがらこの種の寺子屋 (即ち第二表中

に全く算入されていない寺子屋)で事実慶応三年末に存在していたものが少く

ないと思われるから,真実は第2表の数字よりも遥か上回っていたであろうと

推定される｡なお, ｢文部省資料｣は郡市によって調査の精粗が異 な ってい

る｡例えは弘前の如きは八十校も列挙しながら,開廃業の明記してあるのは僅

か九校に過ぎない｡これに反し.西部は全部それが明らかであり,東部も殆ど

記述されている｡このことを思 う時,第2表の信頼度も決して高いものとは言

えまいが.今日では一応この程度より調査の方法もないかと思 う｡

次に,この慶応三年末に存在していた寺子屋の行方はどうか｡これこそ明治

の小学校の開設と関連して教育史学的に最も興味ある問題である｡明治以後で

も,塩めて僅少 (全県で18校)ではあるが,開業した寺子屋もある｡それらも
含めて,第2表の寺子屋の末路はどうであったか｡次の第3表は慶応3年末の

寺子屋数を基として,その後の開業廃業を加除計算をして,明治十年までの各

年度末の残存状況を一覧にしたものである｡謂 うならは寺子屋の終悪状況の鳥

轍図と言ってもよい｡
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第3蓑 明治以後寺子屋終蔦状況一覧表
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南

右の第三表によって,本県の寺子屋がその跡を絶った順序を見ると,最も早
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いのが青森の明治6年である,翌7年廃業し終った部は上北 ･下北 ･三戸の所

謂南部地方三部である｡8年には東部が,9年に弘前が,そして10年に八戸と西

部,それに中郡と北部がそれぞれ寺子屋を閉じ終った｡ただ南部は明治初年に

全県第一の多数 (47校)の寺子屋を有し,明治以後も新たに開業するもの計10

校にも達している程であって,明治10年末になってもなお七校も残存していた

ことが判明した｡(尤も右の論断は第三蓑を基とした限りの考察でしかない｡)

南部以外でも開業廃業の年次の明らかでない寺子屋で,明治十年以後も依然と

して継続したものが存在したかも知れない｡事実は確かに存在していたことと

推定される｡ただそれを都市別に数字的に把挺できないはかりである0

田)明治初期の寺子屋教育

明治初期の本県の一般状勢はすでに(卦において述べた通りである｡だから近

代的な小学校の設置は到底望めず,精々藩政期以来の寺子屋で若干の児童が教

育ざれていたに過ぎなかったと考える｡そしてその多くの寺子屋では,師匠の

教育観も教育内容も,さては教育方法も幕末時のそれと大差はなかったものと

推定される｡即ち儒教主義的な教育観に立脚して,簡易な ｢読み書き｣が1対

1の形式で指導されていたことと思う｡そしてその師匠は著しく平民師匠が減

退し,食禄を離れた下級士族がその口を糊するた桝こ.若干の教養のあるのを

寄貨として,ワy)I,-ム･ワyティチャ-式の小規模寺子屋を開いていたこと

と思われる｡

しかし.みちのくの最端にも新時代の息吹きが全然波及しない道理はない｡

その教育観を俄かに改進することは困難であったにせよ,教育方法については

次第に新しいものを頼り入れた寺子屋も現れるようになる｡その実例を挙げよ

う｡

中郡大涌町植田には,安政の頃から見性院 (杉本坊)で三上朝廷が寺子屋を

開業していた｡ (明治9年廃業)｡ここの寺子には植田部落のみでなく,八幡

細越 ･折笠 ･宮舘の各方面からも来り集まり.従って可成りの規模の寺子屋で

あったことと考えられる｡当時この寺子屋で使用されていた書籍が.相当多量
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に,現在同地の津軽中学校に保存されている｡その中に ｢授業伝習気儀必携｣

｢下級七級数伝法｣｢八級数伝法｣｢下等小学伝習心得｣ ｢主従心得革｣等々が
ある｡ 右の内の ｢下等小学伝習心得｣は東京師範学校発行のものを,三上朝廷

が筆写したものと推定される｡この事の ｢始業･時の規律｣の条に ｢午前九時就

業時の点鐘その時を告ぐれは教師直ちに生徒集合所に到り列伍の笛を吹き,坐

徒を一列或は二列に整頓せしめ,各々その間隔は一歩,両手を腰に当て,談話

傍視,押す等の不正を禁じて教室に進行して行く｣とある｡

このような始業時の規律は寺子屋教育においては決して見られない新しい方

式であるムスコッT-(M.M.Scott) (明治四年招かれて来朝,文部省顧問と

なり,東京師範学校の教官となり,米国の教科書,教具を頼 り寄せ新しい教育

方法を伝えた米人｡我が明治初年の教科書が多く米国教科書の翻訳であったの

はかかる事情による)による新しい集団教育の規律の一端をこの寺子屋でも実

施しようとしたことが窺える｡

また ｢授業伝習売値必携｣にも注目すべきものがある. その巻末に五十音問

答の部,授読法,問答の部,書板の部,算術の部,習字の部等がある｡｢五十音
問答の部｣に, ｢ア｣一頭,足,油, ｢イ｣一家.板,椅子, ｢ウ｣一年.兎

上衣等々と五十音を頭音とする名詞を例示している｡更に ｢授読の部｣には ｢

読ませ方の瞳類｣として ｢輪読｣ (同一文字を数名に次々と読ませ る方法)

｢単読｣ (2,3字の単語を読ませること), ｢篇読｣(短い一旬を読ませるこ

と)の三種を挙げているo

右のような読み方指導法は旧式の寺子屋では,およそ全く採用 しなかった方

法であろう｡すでに個別指導から一斉授業の形態に移行していることが看板で

きる｡ これは恐らく明治5年以前のことではあるまいかと考えられるが,とも

かく,当時の文化の中心たる弘前の近郊とは言いながら,三上寺子屋において

このような新式指導法を採用しようとしていた事実は,東奥の地にも進歩的師

匠の存在していたことを実証するものと言える｡

学習指導面だけでなく,訓育方面においても成文規定を設けたもの もあ っ

た｡明治3年.弘前南川端町に私塾を開業した別田善助の ｢幼学舎｣における

-20-
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｢生徒心得｣はその一例である｡その全文を左に掲げよう｡

1. 校二人 1)席二就カントスル時′､教師二敬礼スベy｡

1. 席二就キテ′､他念ナク教師ノ教ヲ受ケ仮 リニモ外見,雑言等為スベカラズ

1. 師匠又′､其/他知 リグ)I,人二逢ヒダル時′､礼儀ヲツクスベy｡

1.3便所=行キy時′､能ク心ヲ用ヒテ便所又′､衣服ヲ汚サメ棟ニスベy｡

1.怠惰及ビ闘争ヲ禁ズ｡

1. 校中妄リニ走ルコトヲ禁ズ｡ 以上

右の6ヶ条の生徒心得を ｢寺子式目｣や ｢妖東歌｣等往時の寺子屋の訓育書

と比較する時,遥かに近代学校的訓育の色彩が見られる｡その用語 に も ｢教

師｣.｢敬礼｣.｢外見｣.｢雑言｣,｢便所｣,｢校中｣など寺子屋では使

用しなかった近代学校的用語を使用している｡ (尤も ｢師匠｣という従来の慣

用語も混在してはいる)｡ ｢便所｣に関する注意などは ｢寺子式目｣にも ｢妖

短歌｣にも全然見えない新しい着眼といえよう｡

要するに明治初期の寺子屋は.その多くは旧来の教育観,教育内容,教育方

法を襲踏していたことと思われるが,中には次第に近代小学校的影響を受け.

教育方法も訓育も. ｢学校的｣となりつつある事実を看板することができると

考える｡

(5) ｢学制｣頒布直前雀の本県教育状況

明治維新以後,版籍奉還(明2.1).廃藩置県(明4,7)等政治上の大改革が次々

に断行され,4年12月.県庁は弘前より青森に-移って以来県の文教政策は如何

に進展したか｡年次を適ってこれを概観することにする.

先ず.4年2月7日.県は政府に対し次の点に伺いを立て指示を仰いだ｡即ち

(1)元六県 (弘前,黒石,八戸,七戸,斗南,松前)から東京その他先進地へ派
遣していた留学生は今後も官費を以て修学を継続させても差支ないか.(2)また

新たに官費留学生を差立てても許可されるか｡右につき政府は(1)は認め,(2)紘

当分見合せるよう指令している｡

同年12月11日.私立学校の設立を奨励すを告論を発した｡そして青森葦心寺
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英学塾が藩廃置県後閉鎖された後をうけて,葛西音弥が四教塾を開設(明4.9.10)

していることや,開場息武と箕輪醇が協力して田名部に義塾を設けていること

を高く評価 し,他地方においても.私学を開設するよう勧奨している｡だが,

前記2塾も間もなく閉鎖し,他には新設を見ることなく明治4年は暮れ去った｡

明けて5年1月,県は再び管内支庁 (弘前,福山,田名部,七戸,八戸一五

戸)の長に対し,私立学校設立の告諭を発した｡しかしその反応は現れないま

まに,同年8月3日 ｢学制｣の頒布を見.また同日付けを以て ｢官費生徒廃止

の件｣ (文部省布達15号)を令 し,尋いで10月17日にも ｢旧藩県立学校廃止)

(文部省布達35号)を命じて来た｡

これら一･連の布達は,旧藩県の経営した諸学校や私立学校を廃止し ｢学制｣

に準拠した学校を創設すべきことを命じたものである｡そして教育観も教育内

容も著しく差等のある従来の学校を廃 して.主力を小学校教育の発足に注いだ

のであった｡このことは ｢学制｣頒布に先立ち(明5.6.24),学校設置の順序を

示していることによっても実証できる.即ち(1)厚クカヲ′J＼学校二可用事,(2)逮

二師表学校ヲ興スへキ事,(S)一般ノ女子男子 卜均シク教育ヲ被ラ5'ムへキ事 (

以下七項略)

かくて青森県当局は.一方には弘前漠英学校 (藩学稽古舘の後身)の廃止を

すすめ,他方には ｢学制｣に添う学校の設立計画を政府に開申した｡後者から

もす こし詳しく述べよう｡

明治5年頒布の ｢学制｣では,青森に大学本部を置き大学を設置して第八大

学区の教育を給監することになっているが,当分の内は元弘前学校に修理を加

えて県学とする予定であること.及び八戸,田名部,福山,青森の四町に小学

校を設定し,漸を追って他町村にも′J＼学校を設置する所存であること,その教

育を充実するために外人教師の雇入れも考慮 している旨をも附言した｡

右の計画は実現したか｡外人教師雇入れの理想はおろか,右四町に小学校 1

校の設置さえも実現しなかった｡勿論,元弘前学校の県学昇格など全く着手 し

ない｡のみならず,大学を青森に設置することを敬遠し,翌6年には大学本部

を仙台に設けることに変更されてしまった｡以来仙台は東北文教の中心地とな
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り,青森は永く文化の中心たるに無縁の地となったol県当局が教育に熱意が乏

しかったためか,地域一般にその機運未だ熱していなかったせいか,ともかく

本県文教百年の発展のため惜しみても余 りある措置であったと考える0

次に前者即ち弘前漠英学校廃止の件.県拝さきの政府 ｢布達｣の趣旨に添い

その財政援助の途を絶ち,廃絶必至の運命に立ち至らせた｡これを痛歎する菊

弛九部,吉川泰次郎,兼松成言等相謀 り,私立東奥義塾としてその命脈の存続

を企画した｡旧藩主津軽承昭この挙を賛 し,5千金をこれが資に供しかつ従来

の学校の施設並に諸備品の全部をこの私学に交附すべきことを沙汰した｡ここ

において菊池九郎等は学則を制定し,私学設立の趣旨を附して県当局に申請し

11月27日付を以てその設置許可を得,東奥義塾はここに発足するこ とに な っ

た ｡

思えは寛政8年 (1796)7月9日,遣手門外堂々の新学舎に第1回の入学式を挙

行し,華々しく出発した弘前藩学稽古舘は,70有6年の光輝ある歴史の幕を閉

じたのである｡ 同時にこの廃学の感傷を超えて新たな抱負と大きな使命とを帯

びて私立東奥義塾として再出発することになったのである｡以来東奥義塾は幾

度か麻の難路を打開しつつ,常に進攻的,国際的人物の育成と地方殖産興業の

隆昌とに偉大な貢献をなし,東奥文化の一大源泉として今日なお塾運愈々隆盛

を誇っている｡

前述する如く,県は文部省に小学校開設を約した 4′J､学校は明治5年内には

1校も実現しなかったが,上北部七戸小学校が早くも明治5年8月15日に創設さ

れた｡由来七戸は早くから文化の発達 した地,それは士族間においてのみなら

ず,庶民の間にも数多くの寺子屋が並び存していた｡明治5年の頃には米田,

千葉,中原,擬の各寺子屋が存していたが, ｢学制｣の頒布を聞くや直ちにこ

れら寺子屋の児童を合せ収容し,旧代官所を仮校舎に充て,ここに新制度に準

拠する七戸小学校を創立した｡正に ｢学制｣布かれて僅か12日後の こ とで あ

る｡ さればこそ,昭和29年,文部省は学制頒布80周年記念式典を挙行するや,
l-

その盛式において,七戸小学校長秋山｣友安氏は列席学校長を代表 して表彰状を

受領する栄善を荷ったこと誠に故ありと言うべきである｡
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七戸小学校は創設当時は男生徒のみであった｡明治7年,時の第7大区長大声

顕三夫人梅香は女子教育の必要を主張 し,女児の就学を勧誘し,夫人自ら教鞭

を執云た.女児就学者漸く多きを見るに当り,梅香夫人の妹きよ子並びに養女

かつ子をも教壇に立た しめていた｡当時の教科は,読書,作文,習字,算術の

外に礼儀作法をも指導し,全校児童数すでに80名に達していたことが同校の沿

革史に見える｡

¢) 明治六年他律小学校の発達

｢学制｣に依れば人口13万に対し1中学校を,人口6(桝こ対し1小学校を設置

する概算であった｡明治6年の本県人口は47万3千2百40名であったから,右の

基準により本県には4中学校,800小学校を設置すべき理である｡もとより当時

の事情はこの理想を一挙に実現し得べくもない｡だから県は6年3月22日文部省

にこの間の事情を開陳した. ｢当県ハ原野噴漠人煙稀疎ニシテ相拒 Jt,多ク′､3,

4里,実地御規則通 リニ′→設立相成難ク侯｣となし,即今の措置としては左記

の町村にだけ小学校を設立する予定である旨を述べ, ｢中学区分及び学区瀬締

人名′ヽ硬調中二御座候間不日進達可仕此度御屈申候也｣というお詫言を以て結

んでいる｡

右の文部省への開中書で届出た小学校は次の24校である.即ち青森,平内,

黒石,木造,十三,五所川原,和嵐 白銀,板柳,鯵ヶ沢,深浦 (以上津軽地

区11校)七戸,野辺地,三本木,田名部,大畑,大間,川内,八戸,五戸,≡

戸,福岡,一戸,浄法寺 (以上南部地区13校)これである｡

一方,大政官第46号布達に基づいて管内を行政上10大区72小区に各割 し,区

長,組頭等行政責任体制を確立 した｡依って以て ｢学制｣の趣旨を速かに実現

せんとしたのである｡事実,文部省年報はよればこの年中に22校の小学校が創

設されたことになっている｡が私の調査では31校が開設されたことが明白にな

っ た｡

なおこの年(明6)7月,教育上注目すべき二つの事実がある｡その-は県 が

｢小学校規則｣｢下等′ト学校教科蓑｣及び ｢′J､学生徒心得｣を制定し公布した

-唱4-

;T:_滞丁で
LLl



ことである｡近代的小学校整備上極めて留意すべき重要な規定である｡がこれ

に関する検討は他の機会に譲る.次に注目すべきは7月28日付の ｢家塾廃止｣

の布告である｡

｢今般御頒行の学則に準じ官立小学校設立開校候に付是迄の家塾一般廃止供

粂此度小区中の家塾開業の者へ可相違候事｣

思えは,県当局は政府の方針に従って小学校の開設を勧奨し,事実主要な町

には漸く小学校の創立を見た｡しかし他方にはより多くの家塾や寺子屋が存在

していたことはすでに(馴こおいて説明した通りである.一般多数の人々はこの

寺子屋に対する強い郷愁に似た執着を持ち,旧来の教育内容や方法に信をおき

また師匠に対する偏狭な義理も感じ,更に新教育の趣旨を理解しかねて様々の

疑惑や不安を抱き,父兄も子弟も新しい小学校より従来の寺子屋に親近感をも

ってより多く集った｡小学校の増設は寺子屋師匠にとっては糊口の途を喪失す

る重大問題でもある｡だから小学校教育に対しその程度の低さや方法の不親切

さを指摘したり,その訓育の放漫を噺笑悪評する師匠もある｡このような寺子

屋は明治5年末でも124校 (第3奉参照)以上あって, ｢学制｣の示す教育観と

は異る立場で師匠の独断と悪意で旧式の教育を行っていた｡

この事実を直祝した県当局は,このまま寺子屋と私塾を放任しておくことは

新小学校の普及と発達に妨げとなる,むしろこれを廃止せしめるに如かずと判

断し,前掲の通り私塾廃止の布告を断行したのであった｡

一方,公立小学校は当局の懸命な勧奨にも拘らず財政的事情及び教師を得難

いことなどから急速に普及しない｡のみならず一応開設した小学校も教員の問

題や維持経営の費用の問題でその実質は必ずしも期待の如く充実しない｡而も

私塾や寺子屋は厳しい命により不精無精ながら次々と閉鎖 した｡ (第3表参

照)｡ かくして全体としての児童の教育は低調不振という結果が明治7年5月

頃には歴然として来た｡

ここにおいて県当局は,昨年7月私塾廃止の布告を出したばかりであるのに

この年(明7)の5月12日に私立小学校を勧奨する布令を出すに至った｡それによ

ると,昨年私塾廃止を令したのは無届で私塾を経営しているのは廃業すべきで
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あるとの意味であった.それなのに一切の私塾を閉業するのだと考えたのは,

｢以テノ外ノ心得違二俣｣と苦しい強弁をなし,言葉をつづけて ｢官学枚設置

有之町村ノ外二於テハ学力相応之者ニノ＼勤メテ家塾ヲ閲カシメ (中略)幼稚/

子弟ヲシテ1日モ空シク消光不致様｣にと述べ転力家塾再開を奨励した.

この布達に喜び起ち上った者は職のない知識人 (主として士族師匠)達であ

った｡彼等は先を競って私立小学校の名の下に続々と開塾の許可を出願した｡

そし早くも5月末までに許可された私立小学校は,第15中学区 (津軽地方)内

だけでも33校の多きに達し,その生徒数1117名内 (女子89名)に及んだ｡私立

小学校の開設はその後もつづき,この年の学事年報によれは公立56校に対し私

立54校に達したと報告されている｡

明治8年の公私小学校の増設の状況はどうであったか,当時の県大参事塩谷

良翰の回顧録によれば ｢明治8年増設の公学25,前を通じて81,私学増設41,

前を通じて94｣云々と見える｡以て私立小学校の発達の様相を知るべ きで あ

る｡

然るところ,明治九年に至って形勢は激変した｡即ち公立小学校はこの年一

躍135校の新設を見,逆に私立小学校は73校の激減となって22校しか残存 しな

いことを学事年報は告げている｡この公立激増,私立激減の顕著な現象は何に

よるか｡思えば明治9年は明治天皇の東北御巡幸が実現した｡山田秀典県令の

熱意により青森師範学校が創設され,弘前にもその分校が開校された｡この機

会に県は大小区,小学区数を確定し教育行政機構を確立した｡これら明治九年

の中期に行われた一連の画期的な事実や施策は,県民をして子弟の教育意欲を

盛り立てしめ,私立小学校は続々と公立小学校に転身し,その内容の充実を図

ったのであった｡精々近代的小学校の内容を有していた私立小学校こそ公立小

学校の母胎となったのである｡

この情勢は明治10年にも引き続き行われ,公立小学校は89校の新設を見,こ

の年以前に設置された公立′｣＼学校を加えるとすでに300校を5校も上回った｡こ

れに反し私立小学校はこの年(明10)13校減少して僅々8校を残するのみとなっ

た｡かくて公立本位の′｣､学校体制は絶対的に確定したと見て差支ない｡

-革Pi一
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紙面の制約で,明治10年以後の小学校教育の発達の様相を解明する余裕は全

くなくなった.ここに学事年報の所載により明治6年以降同13年までの公私立

小学校の変遷を1表に要約して一応この項を終ることにする｡

第 四 表 公私立小学校の変遷

注 H 前年の新設数と比較して○印は増,△は減を示す｡

7日 私立小学校機中の括弧ま寺小屋存在数一第三表参照｡

m 若干の考察

以上によって明治初期 (自元年至13年)における青森県の初等教育の発達の様

相を概観した｡ここで観点を公立小学校教育の普及率にしぼって,この県と全

国平均とを比較すと第5表の如くなる｡第5表は公立小学校児童の就学歩合を

比較したものである｡けだし,小学校教育の普及率といっても学校数,教員数

児童数等を比較しても無意味であるから,学令児童総数に対する就学児童の比

率を比較することが小学校教育の普及程度を最も正確に把握することができる

と考えられるからである｡

この裏によって,本県公立小学校教育の普及度が全国平均のそれに比して著

しく立ちおくていることが明涼である｡特にその初期においてその感が強い.

明治6年7年は言わずもがな,本県において公立小学校居進の年たる明治9年
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第5蓑 公立小学校の就学歩合一覧

においても就学率は全国平均の半分にも満たず,学令児童の僅か1割8分余が貧

弱な内容を有する小学校に学び得たに過ぎない｡尤も明治11年以後は全国的に

は就学率の伸び悩みを見せ,教育令の影響もあって,明治13年はその前年より

低下している｡これに反し青森県は年々増加の一途を辿り,13年には全国平均

に余程接托して来てはいる｡

このように公立小学校就学率の低調の原因は何か｡(i)地域的僻遠性の故に政

府の教育政策の徹底のおくれ,②全体的に経済的貧困に基づく教育財政の不如

意,⑧特定地域を除き,一般的に文化的基盤の貧弱,(4)I日慣墨守的で改進意欲

の薄い民性,⑰地方事情に無理解な中央官僚による指導施策の不手際,¢)民衆

に梶ぎす地元先達者の不足,0)気候的地勢的に恵まれていないこと,(8)他の施策

面に追われ教育面に手が廻 りかねていたこと,その他遠因近因,直接間接,自

然的人為的各種多様の要素が結集して教育の後進低調という現実となったこと

と考えられる｡但し児童の教育は当時においては公立小学校のみで行われてい

たのではない｡私立小学校や,旧式ながら,寺子屋や私塾もあって,不十分なが

ら,それらの教育機関に就て学ぶものは,他の府県よりも多かった｡のみなら

ず,公立小学校も文部省学事年報に所載するものより若干上向っていた年もあ

ることが,私の調査で明白となった｡左に都市別に公立小学校が逐年増加の実

相を一覧に示すことにしよう｡

さて,与えられたスペースは既に超過した｡寺子屋と小学校との関連につい

て述べる余裕は全くない｡ただu)明治6年以前の児童教育はすべて寺子屋と私

塾で行われていたこと,⑧明治 6,7年代の公立小学校は寺子屋を母胎として

発足したこと,(S)8,9年の小学校は,それと共に,私立小学校が公立に転身
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したこと,(4)10年以後には漸く公立小学校としての内容が整備し始まったこと

等だけを述べておく｡詳しくは他日公にし大方の示教を仰ぎたいと考ている｡

(昭和35.ll.20 総選挙日)

参 考 文 献

(1)について｡明治文化史 (開国百年記念会文化事業部編)八巻,学制七十年史 (文部
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近代日本教育史 (松下丈夫)等々

(2)について｡青森県史巻四,巻玉,巻六
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(3)について｡青森教育史上巻,特に下巻 (拙著)

(4日5)について.前掲C2)(3)の請書及び青森市史教育編

東奥義塾再興三十年史 (東奥義塾)

(6日7)について｡前掲(2)(3)の請書及び青森県総覧 (東奥日報社)

特に私の収集した全県各小学校沿革史 (六百三十校)によるところ至大である｡ま

た,政府関係の法令等の出典は全部 ｢明治以降教育制度発達史第-巻,第二巻｣に

よった｡ ｢文部省学事年報｣ (自明治六年至十三年)を各所で盛んに活用したこと

は附言するまでもない｡
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